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論文内容の要旨

本論文は，干渉波存在下におけるフェージング信号の検出特性に関する研究をまとめたもので， 7 章

から構成されているo

第 1 章では従来行われてきた干渉波存在下におけるフェージング信号の検出に関する研究の概要と，

本研究の目的，意義，所在を明確にしているo

第 2 章では，本研究を通じて着目している信号検出特性を，検出統計量のモーメント母関数から留数

計算によって直接導出する方法を提案し， X2 一分布フェージング・レーダ信号に対する検出特性の一

般式を，特殊関数を含まない，有限級数和からなる簡潔な形で統一的に導出している。

第 3 章では，有相関レイリ一分布のタラッタ干渉環境化で，完全相関，部分相関および完全独立なフェ

ージング信号に対する検出特性を，いずれも実用に適した簡潔な有限級数和の形で導出し，クラッタ干

渉とフェージンクゃ信号が共に一次マルコフ指数相関モデルで表される場合に対して，具体的にその検出

特性の数値結果を与えている。

第 4 章では，海上，陸上，気象観測の場合の代表的なクラッタを対象として， K一分布クラッタ干渉

下でのレータ。信号検出特性を理論的に解明し，前章の有相関レイリー・クラッタ干渉下の検出特性と比

較しているo

第 5 章では，ディジタル移動物標検出システムを対象とし，新しく提案した区分高速フーリエ変換法

によって， レイリー・クラッタ干渉下における本システムの検出特性を理論的に解析し，セル平均固定

警報誤り率の検出において，参照セル数が少ない場合には，従来の方式より優れるのみならず，検出特

性を最適にさせる区分数が存在することを明らかにしている。
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第 6 章では，移動通信における同一チャネル干渉およびランダム FM雑音を克服するためのパイロッ

ト信号付き 2 相PSK同期検波方式に，留数計算による誤り率の直接的な計算法を適用し，送信電力固

定下における 2 相PSK信号とパイロット信号聞の電力配分に関する最適条件を明らかにすると共に，

差動PSK遅延検波方式との比較を通じて，本方式の誤り率特性を明確にしている。

第 7 章では，結論として本研究で得られた主要な結果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は， レーダならびに移動通信等において，電波干渉が存在する場合のフェージング信号に関す

る信号検出特性を理論的に明らかにしたものであり，主として次のような成果をあげているo

(1) 一般のフェージング信号の検出特性(検出確率，誤り率など)を導出する際の解析手法として，検

出統計量のモーメント母関数から留数計算によって直接導出する方法を提案し，具体的に x 2 一分布

フェージングを例として，その有効性を確認している。

(2) レイリ一分布クラッタ干渉環境下において，フェージング信号およびクラッタそれぞれの相関性を

考慮した場合の検出特性を，特殊関数を含まない有限級数和からなる簡潔な形で導出すると共に， K一

分布クラッタ干渉の場合との関連付けを行っている。

(3) ディジタル移動通信において，同一チャネル干渉およびランダム FM雑音対策用の通信方式として

パイロット信号付き 2 相PSK通信方式を提案し， フェージング干渉環境下における誤り率を導出す

ることにより，他方式に比べての優位性を理論的に明らかにしている。

以上のように，本論文は電波干渉の存在する環境下におけるフェージング信号の検出特性解析のため

の新しい手法を考案すると共に， フェージングや干渉波が信号検出に及ぼす影響を明らかにしたもので，

通信工学，特にレーダならびに通信方式の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と

して価値あるものと認める。
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